
52009年 

仙台市立五橋中の田植え体験（内山地区） 

春季消防演習 ②～③ 

ふながた“お宝”宅急便 ④～⑤ 

スクールパラダイス ⑥～⑦ 

チャレンジ農業実践塾通信 ⑧～⑨ 

国保制度を知ろう ⑩～⑪ 

まちのわだい ⑱～⑲ 

シリーズ「地域のちから」� 

も 

く 

じ 

.

広 報  FUNAGATA

や
ん
ば
い
植
え
ろ
な 

や
ん
ば
い
植
え
ろ
な 



広報ふながた 21.5｜23｜広報ふながた 21.5

１
．
消
防
庁
長
官
表
彰 

○
功
労
章 

　
　
　
　
　
　
　
団
　
長
　
加
藤
　
憲
彦 

 
○
永
年
勤
続
功
労
章 

　
　
　
　
　
　
　
副
団
長
　
井
上
真
理
男 

 

○
永
年
勤
続
退
団
者 

　
第
７
分
団
元
分
団
長
　
　
成
澤
　
敏
弥

　
第
１
分
団
元
分
団
長
　
　
渡
部
喜
美
雄

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
伊
藤
　
力
弥

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
尾
崎
　
隆
悦

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
黒
坂
　
健
彦

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
利
明

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
成
澤
　
清
美

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
門
脇
　
敏
春

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
有
川
　
　
晃

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
加
藤
　
修
一

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
佐
藤
　
芳
昭

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
渡
辺
　
弘
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
森
　
　
正
信

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
斉
藤
　
　
匠

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
信
夫
　
国
光

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
芳
弘 

 

２
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

○
精
績
章 

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
健
悦 

 

３
．
山
形
県
知
事
表
彰 

○
金
条
章 

　
第
６
分
団
第
12
部 

 

○
特
別
功
労
章 

　
第
７
分
団
分
団
長
　
　
　
森
　
　
正
志

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁

○
功
労
章 

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
　
加
藤
　
　
貴

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
博
之

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
公
男

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
啓
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
�
山
　
　
守

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
勝
男

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
冨
樫
　
雅
人 

 

○
功
績
章 

　
第
５
分
団
副
分
団
長
　
　
星
川
美
津
雄

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
松
田
　
清
隆

　
女
性
消
防
団
　
　
　
　
　
大
場
美
奈
子

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
　
憲

　
第
５
部
団
第
８
部
　
　
　
小
国
　
　
靖 

 

○
精
練
章 

　
第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
小
野
　
昌
寛

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
久
幸

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
太
郎

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
　
昇

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
信
喜

　
本
部
付
女
性
消
防
団
　
曽
根
田
真
利
子 

 

○
家
族
功
労
者 

　
第
１
分
団
第
10
部 

  

　
　
伊
藤
　
正
美
（
妻
）
伊
藤
　
明
子 

 

○
永
年
勤
続
退
団
者 

　
第
７
分
団
分
団
長
　
　
　
成
澤
　
敏
弥

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
部
喜
美
雄

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
学

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
伊
藤
　
力
弥

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
静
雄

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
尾
崎
　
隆
悦

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
黒
坂
　
健
彦

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
利
明

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
成
澤
　
清
美

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
門
脇
　
敏
春

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
有
川
　
　
晃

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
加
藤
　
修
一

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
佐
藤
　
芳
昭

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
渡
辺
　
弘
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
森
　
　
正
信

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
芳
弘 

 

４
．
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰 

○
自
治
体
消
防
制
度
60
周
年
記
念
表
彰  

竿
頭
綬 

　
舟
形
町
消
防
団 

 

○
竿
頭
綬 

　
第
４
分
団 

 

○
優
良
章 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
秀
樹

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
　
稔

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
清
志

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
後
藤
　
陽
三

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
洋
一

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
阿
部
　
英
資

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
　
智

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
加
藤
　
　
昇 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
４
分
団
副
分
団
長
　
　
渡
辺
　
　
茂

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
冨
樫
　
雅
人

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
誠
一

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
松
雄

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
　
隆

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
長
沢
　
洋
一

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
小
野
　
芳
喜 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
松
田
　
清
隆

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
松
井
　
　
浩

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
嘉
康

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
高
橋
　
雄
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
斎
藤
　
慎
也

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
　
昇

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
和
年

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
豊
通

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
哲
朗

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
　
智

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
曽
根
田
　
満

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
奥
山
　
康
一

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
工
藤
　
英
一

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
坂
上
　
　
洋 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
渡
辺
多
美
雄

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
青
柳
　
宏
彰

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
祐

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
沼
澤
　
一
征

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
土
田
　
　
篤

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
高
橋
　
敏
哉

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
伊
藤
　
武
志

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
大
場
　
政
人

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
野
尻
　
啓
一

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
秀
樹

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
寛
幸

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
斉
藤
　
一
宏

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
真
人 

 

５
．
最
上
支
部
長
表
彰 

○
銀
条
章 

　
第
５
分
団
第
11
部 

 

○
優
功
章 

　
第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
小
野
　
昌
寛

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
正
敏

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
佐
藤
　
　
司 

 

○
精
励
章 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
一
明

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
冨
樫
　
雅
人 

 

○
家
族
功
労
者 

　
第
１
分
団
第
１
部 

　
　
　
伊
藤
　
光
信
（
妻
）
伊
藤
み
ゆ
き 

 
 
 
 
 

　
第
７
分
団
第
20
部 

　
　
　
佐
藤
　
　
司  (

妻
）
佐
藤
み
ど
り    

 

６
．
町
長
表
彰 

○
優
良
団
員 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
高
橋
　
雄
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
曽
根
田
　
健

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
信
喜

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
阿
部
　
和
巳

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
利
行

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
曽
根
田
　
満

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
加
藤
　
　
昇

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
阿
部
　
清
美 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
４
分
団
副
分
団
長
　
　
渡
辺
　
　
茂

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
冨
樫
　
雅
人

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
誠
一

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
松
雄

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
　
隆

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
長
沢
　
洋
一

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
小
野
　
芳
喜 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
松
田
　
清
隆

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
松
井
　
　
浩

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
嘉
康

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
高
橋
　
雄
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
斎
藤
　
慎
也

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
　
昇

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
和
年

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
豊
通

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
哲
朗

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
　
智

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
曽
根
田
　
満

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
奥
山
　
康
一

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
工
藤
　
英
一

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
坂
上
　
　
洋 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
渡
辺
多
美
雄

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
青
柳
　
宏
彰

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
祐

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
沼
澤
　
一
征

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
土
田
　
　
篤

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
高
橋
　
敏
哉

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
伊
藤
　
武
志

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
大
場
　
政
人

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
野
尻
　
啓
一

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
秀
樹

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
寛
幸

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
斉
藤
　
一
宏

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
真
人 

 

７
．
団
長
表
彰 

○
優
良
分
団 

　
第
３
分
団 

 

○
優
良
部 

　
第
５
分
団
第
９
部 

 

○
永
年
勤
続
表
彰 

　
第
４
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
辺
　
　
茂

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
冨
樫
　
雅
人

　
女
性
消
防
団
　
　
　
　
　
渡
辺
　
友
子

　
女
性
消
防
団
　
　
　
　
　
皆
川
ナ
ル
美

　
女
性
消
防
団
　
　
　
　
　
伊
藤
と
し
子

　
女
性
消
防
団
　
　
　
　
　
水
野
　
　
幸 

平成21年度全国統一防火標語 

消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子 消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子 

平成21年度 平成21年度 

21

　
５
月
５
日
、
平
成

　
５
月
５
日
、
平
成
21
年
度
春
季
消
防
演
習
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

年
度
春
季
消
防
演
習
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
舟
形
本
町
通
り
で
は
、
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
雄
大
な
纏
太

　
舟
形
本
町
通
り
で
は
、
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
雄
大
な
纏
太
鼓
で
演
習
が
ス
タ
ー

鼓
で
演
習
が
ス
タ
ー

ト
。
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

ト
。
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
40
名
が
元
気
良
く
行
進
を
し
て
「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
、
火

名
が
元
気
良
く
行
進
を
し
て
「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
、
火

の
用
心
！
」
と
防
火
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
加
藤
団
長
を

の
用
心
！
」
と
防
火
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
約
４
０

先
頭
に
消
防
団
約
４
０

０
名
が
、
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た

０
名
が
、
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
方
が
繰
り
広
げ

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
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わ
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た
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と
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で
す
。
　

次
の
と
お
り
で
す
。
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５
月
５
日
、
平
成
21
年
度
春
季
消
防
演
習
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
舟
形
本
町
通
り
で
は
、
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
雄
大
な
纏
太
鼓
で
演
習
が
ス
タ
ー

ト
。
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
40
名
が
元
気
良
く
行
進
を
し
て
「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
、
火

の
用
心
！
」
と
防
火
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
約
４
０

０
名
が
、
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
日
頃
の
鍛
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
統
監
を
務
め
る
奥
山
町
長
は
「
予
防
消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
訓
辞
。 

　
最
後
に
ポ
ン
プ
車
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
青
空
に
た
く
さ
ん
の
水
の
ア
ー
チ
が
上
が
り

ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
　
年
度
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　 

ま
と
い 
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わ
ら
び
の
栽
培 

 

　
わ
ら
び
は
暖
地
か
ら
寒
地
ま
で
適
応
性

が
広
く
、
病
気
や
害
虫
の
被
害
も
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
か
ら
、
栽
培
は
比
較
的
容
易

で
、
産
地
化
を
目
指
し
た
生
産
者
の
増
加

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
主
な
栽
培
方
法
は
、
促
成
栽
培
、
半
促

成
栽
培
、
抑
制
栽
培
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

舟
形
町
の
最
西
部
に
あ
る
松
橋
わ
ら
び
園

で
、
露
地
栽
培
と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
露
地
栽
培
で
は
、
未
立
木
地

や
荒
畑
な
ど
の
土
地
を
利
用
し
、
わ
ら
び

の
根
茎
を
養
成
し
て
、
自
然
発
生
し
た
わ

ら
び
を
採
取
し
ま
す
。
生
食
用
と
し
て
連

続
し
て
計
画
的
に
出
荷
す
る
場
合
、
６
月

ま
で
は
20
〜
30
㎝
に
成
長
し
た
も
の
を
全

部
収
穫
し
、
７
月
以
降
の
芽
は
、
次
年
度

の
株
養
成
を
考
え
収
穫
し
ま
せ
ん
。 

 

　
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
わ
ら
び 

  

　
わ
ら
び
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
・
B2
・
Ｃ
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、

栄
養
価
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
近
年
の
自
然
食
品
ブ
ー
ム
や
健
康
食
品

ブ
ー
ム
に
よ
り
、
わ
ら
び
は
郷
土
料
理
な

ど
に
よ
く
用
い
ら
れ
都
会
の
方
に
も
盛
ん

に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
山
菜
は
「
旬
」
を
味
わ
う
も
の
で
あ
り
、

料
理
方
法
も
独
特
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
ら
び
の
一
本
漬
け
」
や
「
わ
ら
び
た
た

き
」
な
ど
は
人
気
の
一
品
で
す
。 

 

　
松
橋
わ
ら
び
園
オ
ー
プ
ン 

 

　
松
橋
わ
ら
び
園
は
、
わ
ら
び
の
収
穫
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
「
体
験
型
観
光
農
園
」

で
す
。
も
と
も
と
わ
ら
び
が
取
れ
た
場
所

で
あ
る
自
生
地
の
整
備
を
平
成
５
年
か
ら

行
い
ま
し
た
。
山
林
を
伐
採
し
た
り
根
茎

を
養
成
し
た
り
し
、
長
年
の
苦
労
の
末
、

平
成
10
年
よ
り
お
客
様
の
受
け
入
れ
を
開

始
し
ま
し
た
。 

　
開
園
時
期
は
例
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月

下
旬
ま
で
で
、
開
園
日
は
わ
ら
び
の
生
育

状
況
に
あ
わ
せ
毎
週
水
・
日
曜
日
の
２
回

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
短
期
間
で
約
１
，５

０
０
人
も
の
方
が
松
橋
わ
ら
び
園
を
訪
れ

ま
す
。
朝
８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時
間

で
多
い
方
は
20
㎏
も
の
わ
ら
び
を
収
穫
し

ま
す
。
15 
ha
の
面
積
に
わ
ら
び
が
力
強
く

群
生
す
る
様
は
感
動
す
ら
覚
え
ま
す
。
　 

 

　
松
橋
わ
ら
び
園
管
理
組
合 

 

　
松
橋
わ
ら
び
園
は
、
平
成
10
年
の
開
園

か
ら
、
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
運
営
す
る
松
橋
わ
ら
び
園
管
理
組
合
は
、

松
橋
わ
ら
び
園
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
栽
培
技
術
の
向
上
を
目

的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
橋
地

区
の
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
、
集
落
を

活
性
化
さ
せ
よ
う
と
活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
町
内
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
広
大
な
面
積
の
施
肥
や
除
草
な
ど
の

管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
わ
ら
び
の
根

茎
が
込
み
合
う
と
、
発
育
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
品
質
の
確
保
に
つ
い
て
研
究

が
必
要
で
す
。 

　
そ
の
上
、
収
穫
期
は
実
質
２
か
月
程
度

と
短
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
農
業
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
後
継
者
の
育
成
に
対
す
る

不
安
は
松
橋
わ
ら
び
園
で
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

　「
観
光
」
と
「
農
業
」 

 

　
松
橋
の
わ
ら
び
は
、
粘
り
と
香
り
が
強

く
大
変
お
い
し
い
と
評
判
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
訪
れ
る
方
か
ら
は
、「
松
橋
地
区
の
自

然
が
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
景
色
と
空
気
が

ご
馳
走
で
す
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

お
客
様
の
傾
向
と
し
て
は
、
宮
城
県
を
中

心
と
す
る
県
外
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
非

常
に
多
く
、
遠
く
は
首
都
圏
か
ら
お
い
で

に
な
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。 

　
近
年
、
単
な
る
見
物
で
は
な
く
体
験
を

楽
し
む
よ
う
な
「
体
験
型
観
光
」
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
し
販
売
す
る
だ

け
が
農
業
で
は
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て

農
業
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
農
業
が
基
幹

産
業
で
あ
る
舟
形
町
に
と
っ
て
大
き
な
可

能
性
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

　現在は、地域の皆さまに支えられ運営をし
ていますが、発足当初は５名の組合員により
船出をしました。当時を振り返り、一番苦労
したことは、落葉松林を伐採し、ふじつるを
切り進みながら現在の15haの土地を整備し
たことです。我慢強く、信念をもって活動し
てきたことが、現在の松橋わらび園につなが
っていると思います。 
　当時、松橋に観光バスが来た時は、涙を流
して喜んだことを覚えています。 
　今後も、町内の皆さんとともにお客様に愛
される松橋わらび園にしていきたいと思いま
す。 

　「石ばしる垂水の上のさわらびの萌え出づる春になりに　「石ばしる垂水の上のさわらびの萌え出づる春になりにけるかも」けるかも」 
万葉集にも、春をわらびによって歌うように、わらびは春万葉集にも、春をわらびによって歌うように、わらびは春を告げるもののひとを告げるもののひと
つでありますつであります。 
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』宅急便」７回目は農宅急便」７回目は農
業を「観光資源」として展開する「松橋わらび園」を紹介業を「観光資源」として展開する「松橋わらび園」を紹介しますします。 

　「石ばしる垂水の上のさわらびの萌え出づる春になりにけるかも」 
万葉集にも、春をわらびによって歌うように、わらびは春を告げるもののひと
つであります。 
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』宅急便」７回目は農
業を「観光資源」として展開する「松橋わらび園」を紹介します。 

ふ
な
が
た

ふ
な
が
た
〝
お
宝
〞
宅
急
便 
ふ
な
が
た
〝
お
宝
〞
宅
急
便 

〜
松
橋
わ
ら
び
園
の
取
り
組
み
〜 

特集シリーズ⑦ 

わらび園の入口には町指定文化財の松橋薬師像があります 

５月17日に今シーズンが始まりました 

松橋わらび園管理組合 

代 表 



　舟形町の教育課題《学力向上》を平成20年度に引き続き最重点に位置付けて徹底して取り組みます。特に算数・
数学を基軸にして基礎・基本の確かな定着を目指します。小学校と連携しながら中学校数学の成績を安定・向上
させます。 
　国語、算数・数学については具体的数値目標を設定し、その目標に到達できるよう全教員が努力します。 

　４年間配布してきました「家庭学習の手引き」の内容を再確認しますと以下のとおりとなっています。
学校と家庭が、連携を取り合いながら進めると大変効果が上がりますので、協力をお願いします。 

　舟形町の《目指す子ども像》に向かって各教育機関が取り組みを分担した「保小中一貫教育指導体系」《あゆ
っ子づくり》に従い、効果的・効率的に子どもを育てていきます。 
　その年齢・学年で身につけなければならない基本的生活習慣、学習の基本について確実に定着する教育を進め
ます。21年度教育重点の内容・教科を絞り、集中的に取り組み実現を図ります。 

　子どもと教師の心の結び付きを大事にし、何でも相談できる雰囲気をつくったり、時間を設けたりするなど、
積極的に取り組んでいきます。そして、一人一人大事にしたきめの細かい教育を進めます。 

　町が進める「福祉のまち・舟形」を将来担っていく今の子どもたちの理解と実践力を育てます。そのためには
教育委員会が作成した「福祉教育の小・中学校一貫指導計画」を、各校が特長づけながら実践することを進めま
す。 

　友達の個性を認め、それを相手の良さととらえて仲良く勉強したり遊んだりする中で、心の通い合う子どもに
育てます。相手が考えていること、望んでいることも想像しながら行動できる心の広い思いやりについても学ば
せます。 

　舟形町に伝わる文化を引き継ぎ、さらに深化させていきます。また、音楽の楽しさを体験させるなど文化面に
も力を注ぎながら、心豊かな子どもに育てていきます。 

　東京の子どもたちと交流し、他地域のよさを感じるとともに、自分の住む舟形町が「自然が豊かで、人の心に
温かみがある」というよさに気づかせる教育を進めていきます。 

　「ふるさとの川・小国川」の積極的活用、特に、川の楽しさ、恐ろしさを体験させながら水難事故防止につな
げていきます。また、食と健康の関係について学習させ、深い結びつきがあることに気づかせ、健康増進に努め
る実践力を身につけさせます。 

　文部科学省の調査結果から、舟形町の子どもたちは「走る力」が劣っていることが分かりました。そこで、自
分で目標を決めさせ、その目標達成に向けて挑戦する場を設定するなどの手立てをとりながら改善に努めていき
ます。子どもたちを歩かせる取り組みについても考えていきます。 
また、これまで同様にすもう競技についても「元気っ子」づくりの観点から積極的に取り組んでいきます。 

　平成23年度から必修になる「外国語活動」に向け準備を進めていきます。目標の「外国語を通じて言語や文化
について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成、外国語の音声や基本的
な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う。」特に、その学習内容として示されてい
る「日本と外国の生活、習慣、行事などの違い、多様なものの見方や考えがあること、異なる文化をもつ人々と
の交流等を体験し、文化に対する理解を深める」についても確実に学習させていきます。中学校の教科英語との
関連も研究していきます。 

◆テレビを消して学習します。◆１週間の計画を立てて取り組みます。◆自分から進んでします。 

広報ふながた 21.5｜67｜広報ふながた 21.5

舟形らしさの教育の推進、学校教育のさらなる前進をめざす、教育委員会の具体的な取り組みをお知らせします。 

　舟形町では「命を大事にした、心の教育の充実」を教育の核に掲げて取り組んできました。第５次山形県教育

振興計画でも「いのち」そして「まなび」と「かかわり」をキーワードに重視しています。さらに、やまがた教

育「Ｃ」改革では、「コミュニケーション力」の育成も併せて目指すことになっています。 

　本町の教育課題は学力向上です。特に、算数・数学を基軸にして、教育内容全般に渡ってレベルアップを図っ

ていくことにしています。 

勉強が大事だということが分かり、
学校でも家庭でも自分から積極
的に学ぼうとする子ども 

相手の良さを認めながら、とも
に学び、ともに遊ぶ子ども 

自然の中で体験し、生きる力を
身につける。また食事と健康に
は深い結び付きがあることがわ
かり、大事にできる子ども 

伝統文化の継承活動に取り組み、
また、文化面の活動を通して育つ、
心が豊かな子ども 

交流学習を通し、コミュニケー
ション力が身につき、さらに両
方の比較から舟形町の良さに気
づき、町を誇れる子ども 

その学年で学習すべき内容をき
ちんと身につけ、ついた知識・技
能を他の場面に活用できる子ど
も 

基礎学力と活用力の向上 

やる気・家庭学習の重視 大切な友だちと楽しい学校生活 

大事な「いのち」安全と健康 

疑問点、悩み事を率直に教師に
相談でき、解決できる子ども 

スポーツが大好きで、走ること
にも積極的に挑戦できる子ども 

英語に親しみをもち、将来に役立
つ国際感覚とコミュニケーション
力を身につけた子ども 

コミュニケーション力の育成 

人はみんな支え合って生きてい
ることが分かり、自分から積極
的に行動できる子ども 

舟形町小・中学校 
における特色ある 
学校経営の共通項 

舟形町小・中学校 
における特色ある 
学校経営の共通項 

学習指導要領の理念 

生きる力の育成 

舟形町の子どもたちの登下校の安全や健全な成長を 
見守るご支援を、ぜひお願いいたします。 

平成21年４月　舟形町教育委員会 

舟形らしさの教育をもっと確かなものに…学力向上を目指し、子どもたちに力をつけます。 

「福祉のまち」を長期に展望 

教師と子どもの絆づくり 
強い心身と走力の向上 

文化継承と磨かれた豊かな感性 

素晴らしい舟形町への気づき 

「いのち」を大事にした教育を徹底して進めます「いのち」を大事にした教育を徹底して進めます。 
学力向上を最重点とした教育を平成２０年度に引き続き行学力向上を最重点とした教育を平成２０年度に引き続き行なっていきますなっていきます。 
また、子どもたちの走力の向上を目指し、子どもに考えさまた、子どもたちの走力の向上を目指し、子どもに考えさせながら取り組みますせながら取り組みます。 
保育園・小学校・中学校の一貫指導（あゆっ子づくり）を保育園・小学校・中学校の一貫指導（あゆっ子づくり）を確実に効果的に進めます確実に効果的に進めます。 

「いのち」を大事にした教育を徹底して進めます。 
学力向上を最重点とした教育を平成２０年度に引き続き行なっていきます。 
また、子どもたちの走力の向上を目指し、子どもに考えさせながら取り組みます。 
保育園・小学校・中学校の一貫指導（あゆっ子づくり）を確実に効果的に進めます。 

小
学
校 

学　年 

中学校 学年＋1時間 

時間の目安 勉　強　例　　　　　　　　　（読書の目安） 特に自学の例 
１・２年 
３・４年 
５・６年 

20～30分 
40～50分 
１時間以上 

音読、漢字の読み書き、計算練習　　　10分 
音読、漢字や計算練習　　　　　　　　15分 
音読、漢字や計算練習、予習・復習　　20分 
予習・復習　　　　　　　　　　　　　30分以上 

日記、作文 
観察、読書感想文 
調べ学習 
テスト前学習 



 

　
活
気
あ
ふ
れ
る
農
業
推
進
機
構 

　
の
取
り
組
み 

　
活
気
あ
ふ
れ
る
農
業
推
進
機
構
で
は
高

付
加
価
値
農
業
を
実
践
す
る
た
め
に
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
」
を
立
ち
上
げ
、

選
定
品
目
ご
と
の
農
業
実
践
を
行
い
ま
す
。 

　
主
な
選
定
品
目
は
、
①
行
者
ニ
ン
ニ
ク

の
栽
培
、
②
舟
形
の
食
材
の
み
を
使
っ
た

餃
子
の
開
発
、
③
お
か
ひ
じ
き
の
栽
培
、

④
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
栽
培
、
⑤
赤
大
豆
の
栽

培
、
⑥
じ
ね
ん
じ
ょ
の
栽
培
、
⑦
や
ま
が

た
地
鶏
の
飼
育
の
７
つ
で
す
。 

　
同
機
構
で
は
農
作
物
の
生
産
だ
け
で
な

く
、
加
工
・
販
売
な
ど
の
食
品
産
業
の
展

開
を
図
る
た
め
に
商
工
会
・
新
庄
も
が
み

農
協
・
産
直
ま
ん
さ
く
と
担
当
者
協
議
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、

町
内
に
お
け
る
地
産
地
消
の
拡
大
の
た
め

に
、
学
校
給
食
や
福
祉
施
設
に
食
材
を
提

供
で
き
な
い
か
、
ま
た
そ
の
作
物
の
種
類

や
作
期
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
更
に
、
食
品
生
産
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
大
規
模
計
画
生
産
体
制
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。 

　
今
後
も
農
業
経
営
の
計
画
策
定
や
生
産

技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
個
々
に
密
着
し
な

が
ら
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

農
業
所
得
５
０
０
万
円
以
上
の
農
家
の
育

成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

　 

■ 
主
た
る
経
過 

 

Ｈ
20 

７
月
・
舟
形
町
「
活
気
あ
ふ
れ
る
農
業
」
推
進
機

　
　
　
構
ス
タ
ー
ト 

８
月
・
認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換 

　
　
・
商
工
会
、
若
あ
ゆ
温
泉
と
連
携
を
図
る 

　
　
・
行
者
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
講
習
会 

９
月
・
産
地
研
究
室
試
験
圃
場
視
察
（
夏
秋
い
ち

　
　
　
ご
・
山
菜
・
や
ま
ぶ
ど
う
他
） 

　
　
・
産
直
ま
ん
さ
く
と
連
携
を
図
る 

10
月
・
最
上
総
合
支
庁
、
農
業
大
学
校
、
産
地
研

　
　
　
究
室
、
県
畜
産
試
験
場
と
連
携
を
図
る 

　
　
・
行
者
ニ
ン
ニ
ク
倶
楽
部
（
山
形
市
）
視
察 

11
月
・
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
技
術
研
修
会
へ
参
加 

　
　
・
赤
大
豆
収
穫 

12
月
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
開
講 

　
　
・
舟
形
産
の
赤
大
豆
で
作
っ
た
豆
腐
と
納
豆

　
　
　
な
ど
の
試
食
会 

Ｈ
21 

１
月
・
地
産
地
消
三
者
（
商
工
会
・
新
庄
も
が
み

　
　
　
農
協
・
産
直
ま
ん
さ
く
）
担
当
者
協
議
会

　
　
　
参
加 

２
月
・
町
内
商
店
と
舟
形
餃
子
の
開
発
検
討 

　
　
・
舟
形
町
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
Ｐ
Ｒ
試

　
　
　
食
会
参
加 

３
月
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
開
催 

　
　
・
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
連
携
を
図
る 

４
月
・
お
か
ひ
じ
き
栽
培
講
習
会（
第
１
回
） 

　
　
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
開
催 

５
月
・
お
か
ひ
じ
き
栽
培
講
習
会（
第
２
回
） 

 

　 

■ 

今
後
の
計
画
の
柱 

 

・
農
業
者
と
の
連
携
強
化 

・
新
た
な
特
産
品
の
開
拓
（
行
者
ニ
ン
ニ
ク
・
夏

　
秋
イ
チ
ゴ
・
お
か
ひ
じ
き
他
） 

・
高
齢
者
に
適
し
た
農
業
の
取
り
組
み 

・
地
域
内
生
産
物
を
食
材
に
し
た
特
産
品
の
開
発

　
（
舟
形
餃
子
他
） 

・
地
域
内
の
食
品
産
業
と
の
連
携
強
化 

　活気あふれる農業推進機構では「チャレンジ農業実践塾」を立ち上げ、計画策定や生産技術など

のアドバイスを行なっています。今回は、おかひじき栽培講習会の様子から「チャレンジ農業実践塾」

について紹介します。 

 

　
お
か
ひ
じ
き
の
生
産
に
向
け
て 

 

　
５
月
１
日
、
仲
川
次
郎
さ
ん
（
馬
形
）

の
ハ
ウ
ス
を
会
場
に
お
か
ひ
じ
き
栽
培
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
農
業
推
進
機
構
の
悪

七
顧
問
、
山
川
推
進
指
導
監
の
指
導
の
も

と
塾
生
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
講
習
会
で
は
、
参
加
者
が
土
壌
の
改
良
、

種
ま
き
か
ら
発
芽
ま
で
の
栽
培
技
術
や
発

芽
率
を
上
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
実
際
に
体
験
し
、
学
習
し
ま
し
た
。 

　
お
か
ひ
じ
き
は
種
ま
き
後
、
乾
燥
を
防

ぐ
た
め
に
も
み
殻
を
厚
く
か
け
、
成
育
を

促
す
た
め
に
発
芽
ま
で
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い

ま
す
。
発
芽
し
た
後
、
10
〜
15
㎝
に
生
育

し
た
も
の
を
、
刈
り
取
っ
て
出
荷
し
ま
す
。 

　
10
ａ
あ
た
り
お
よ
そ
1.7
ｔ
の
収
量
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
市
場
で
は
希
少
価
値
の
高

い
野
菜
と
し
て
、
商
品
価
値
が
比
較
的
高

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
種
ま
き
後
、
約
35
日
後
に
収
穫

で
き
る
た
め
効
率
が
良
く
、
年
間
４
サ
イ

ク
ル
の
収
穫
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
導
入
コ
ス
ト
も
低
く
て
済
み
、

刈
り
取
り
作
業
も
比
較
的
、
軽
作
業
で
あ

る
の
で
、
産
地
化
が
で
き
れ
ば
有
力
な
商

品
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
今
回
の
講
習
会
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、

塾
生
が
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
を
開
始
し
ま
す
。 

　
今
後
は
水
稲
の
育
苗
に
用
い
た
遊
休
ハ

ウ
ス
の
有
効
活
用
手
段
と
し
て
の
可
能
性

も
探
っ
て
い
き
ま
す
。 

広報ふながた 21.5｜89｜広報ふながた 21.5

　形状が海草のひじきに似ていて、本来は海

岸の砂地に自生するアカザ科の野草。代表的

な夏野菜として好んで食されています。美し

い緑色と独特のシャキシャキした食感、また、

ビタミンＡ、マグネシウム等のミネラルが多

く含まれており、栄養価にも優れた食材です。

おひたしやサラダ、酢みそ和え、ごま和えな

どで召し上がれます。 

　第１段階をのぼったばかりであるが、みん

なで協力して頑張っていきたい。何事にもチ

ャレンジして、「おかひじき」を舟形町の特

産として産地化していきたい。 

仲
川
次
郎
さ
ん（
馬
形
） 

か 

し
ゅ
う 

問
い
合
わ
せ
／ 

活
気
あ
ふ
れ
る
農
業
推
進
機
構 

（
舟
形
町
役
場
振
興
課
農
政
班
内
） 

�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
424
） 

あ
く 

し
ち 

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾 

塾
生
大
募
集
！ 

Vo.1



38.57 

41.68 

40.92

19 

－ 

－ 

77.49 

78.25 

79.71

26 

－ 

－ 

11.73 

10.79 

10.61

14 

－ 

－ 

3.55 

5.86 

7.71

23 

－ 

－ 

市町村平均 

28,009 

28,215 

28,220 

29,171 

29,548

舟形町   

28,000 

28,000 

28,000 

28,000 

28,000

市町村平均 

23,008 

23,318 

23,681 

24,542 

25,096

舟形町  

22,000 

22,000 

22,000 

22,000 

22,000

市町村平均 

24.98 

22.36 

27.65 

27.80 

27.89

舟形町  

37.0 

37.0 

37.0 

37.0 

37.0

市町村平均 

7.35 

7.75 

8.04 

8.29 

8.46

舟形町   

6.70 

6.70 

6.70 

7.20 

7.20

1,902 
1,446 
1,733 
3,116 
5,420 
5,044 
6,059 
6,782 
7,611 
7,411

98.9 
99.1 
99.1 
98.4 
97.0 
97.1 
96.7 
95.9 
95.4 
95.6

3,499 
4,356 
4,084 
3,691 
5,373 
8,344 
10,625 
13,937 
16,803 
19,433

8.6 
11.5 
19.7 
28.5 
12.8 
16.1 
18.9 
15.8 
15.1 
16.8

平成10年度 
平成11年度 
平成12年度 
平成13年度 
平成14年度 
平成15年度 
平成16年度 
平成17年度 
平成18年度 
平成19年度 

 

平成15年度 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

所得割率（％） 資産割率（％） 均等割額（円） 平等割額（円） 

H10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

158

354

389
371

150152

調定額と保険給付費等(一般被保険者分）の年次推移 

450 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0

（百万円） 

（％） 

（％） 

調定額　　　　保険給付費等 

舟 形 町  

最上地区 

市町村計 

保険給付 
費等に占 
める調定 
額の割合 

順　位 調定率 順　位 軽減率 順　位 限度超過率 順　位 

収納率 
（％） 

未収額 
(千円)

収納率 
（％） 

未収額 
(千円)

現年分 滞納繰越分 

世帯構成割合年次推移 

H10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

　国民健康保険税は、国庫支出金などとともに国保の大切な財源となっています。国保はこの財源をもと

に、みなさんがお医者さんにかかったときの費用などを負担しています。一人ひとりが納める保険税によ

り、大きな病気やけがをしたときでも、すべてのひとが安心して医療を受けることができます。 

　シリーズの最後は、みなさんから納付していただいている保険税の状況についてお知らせいたします。 

 

 

 

　平成19年度における保険給付費（一般被保険者分）及び老人医療費拠出金は３億8,900万円となっ

ており、前年度３億7,100万円に比べ1,800万円、4.9％増加しています。これに対して、調定額は１億

5,000万円となっており、前年度１億5,200万円に対し200万円、1.3％減少しています。 

　また、平成19年度の保険給付費等に占める調定額の割合は、38.6％と前年度（41.0％）を下回って

います。 

　保険税は保険給付費等の伸びに見合うよう税率改正をしていますが、平成19年度の舟形町の医療分

賦課状況では、市町村平均税率（額）と比較すると、資産割を除いて所得割率、均等割額、平等割額

のいずれも下回っています。 

　国民健康保険には高齢者が多く加入し、また、低迷する社会経済情勢や昨今の雇用失業状況から、

被保険者の所得金額も伸び悩んでいるため、保険税率を改正しても、保険給付の増大に見合った保険

税の確保が困難な状況となっております。このようなことから、保険税の未収入額は年々増加し、平

成19年度末保険税未収額で2,739万円となり、収納率も低下し、平成16年度96.7％、平成17年度以後

は95％台と下降を続けています。収入不足額については、給付基金の取り崩し、一般会計繰入金によ

り補てんし、事業を運営するという厳しい状況となっております。 

　平成19年度課税対象世帯数は1,180世帯であり、

内訳をみると軽減世帯589世帯（構成比49.9％）、

一般世帯566世帯（47.9％）、限度超過世帯25世

帯（2.1％）となっています。下表の構成比で分か

るように、平成14年度以降の軽減世帯数の増加

が顕著であり、保険税収入額の低下の要因とも

なっております。舟形町の世帯構成については、

市町村平均割合と比較すると、いずれの世帯も

上回っております。 

シリーズ４:国保制度を知ろう!!

シリーズ「国保制度を知ろう!!」は今回で終了となります。不明な点は税務国保班までお問い合わせ下さい。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課税務国保班　��（32）2111（内線335・336） 

広報ふながた 21.5｜1011｜広報ふながた 21.5

■ 調定額と保険給付費等 

■ 平成19年度市町村別保険税の指標 

■ 課税対象世帯の構成割合 

②収納状況の年次推移（一般被保険者分） 

①税率（額）の年次推移(医療分のみ)

■ 保険税の賦課・収納状況 

注）保険給付費等（保険給付費一般分+老人保健医療費拠出金） 

注）調定率＝調定額÷算定額×100（算定額は保険税額から軽減額と限度額を除く） 

注）限度超過額　H19医療分で480,000円 

29.3 

27.8 

28.5 

 31.0 

　　45.0 

　　 46.8 

　　46.6 

　　　49.5 

　　　50.4 

　　　49.9

67.2 

68.2 

67.6 

64.4 

　　 51.1 
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　新型インフルエンザは、せきやくしゃみ、つばなどと一緒に放出されたウイルスを吸い込んだり、 
ドアノブや手すりに触れた人が自分の鼻や目を触ると粘膜から感染します。その感染力は非常に強 
いと言われています。 

　町では、県の方針に基づき今後の動向をみながら、情報提供、予防対策発生時の対応を行います 
のでご協力をお願いします。 

せきやくしゃみが出る時に、他の人にうつさないためのエチケットです。 

■せきが出る場合は、マスクをつけましょう。 

■マスクがない場合、せき・くしゃみの時にはティッシュなどで口と鼻を押さえ、他の人 

　から顔をそむけましょう。 

■使用後のティッシュは、すぐにふた付きのごみ箱に捨てましょう。 

■せきやくしゃみを押さえた手、鼻をかんだ手はすぐに洗いましょう。 

■突然の発熱（38℃以上）、倦怠感、食欲不振、せきなど、通常のインフルエンザの症状が 

　認められます。 

■鼻水、のどの痛み、吐き気、おう吐や下痢などの症状が出る方もいます。 

 

　海外渡航や流行地域から帰った後１週間以内の方や、家族など濃厚接触がある方で発熱や 

インフルエンザの様な症状が出た方は、自ら医療機関に行かずに、まず保健所の発熱相談セ 

ンターに連絡してください。 

　大流行の時、日常生活に困らないように食料やマスク、水、カセットコンロなどを準備して 

おくようにしましょう。２週間分が目安となります。 

▼問い合わせ／最上保健所地域保健予防課　発熱相談センター　�（２９）１２６８ 
　　　　　　　舟形町役場町民課健康班　�（３２）２１１１（内線３５１） 

ウイルスに対する抵抗力を高めて、感染しにくい体づくりをしていくことも大切です。 

■バランスの良い食事で栄養をとる。　■十分な休養・睡眠をとる。 

■日ごろから適度な運動を行う。 
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平成21年 
　10月より 

個人住民税の公的年金からの 

引き落としが始まります。 
  （特別徴収制度） 
　個人住民税の公的年金からの引き落とし（特別徴収制度）が10月から始まります。この制度は65歳以上
の公的年金を受給されている方で、個人住民税を納税する義務がある方が対象です。 
　現在、公的年金を受給されており、個人住民税の納税義務のある方は、各地区の納税組合や口座振替など
により個人住民税を納めています。今回の制度導入により、個人住民税が公的年金から引き落とし（特別徴
収）されることとなります。 

○65歳以上の公的年金受給者のうち個人住民税の納税義務のある方が対象です  
　この制度の対象は、「４月１日現在65歳以上の公的年金の受給者で、前年中の年金所得に係る個人住民税

の納税義務のある方」です。 

　※「介護保険料の特別徴収の対象とならない方」や「当該年度の特別徴収税額が老齢基礎年金等の額を超

　　える方」などは対象とはなりません。 
　　　 

○新たな税負担が生じるものではありません  
　住民税の年金からの引き落とし制度の導入は、納税方法を変更するものであり、この制度により新たな負

担が生じるものではありません。 

　※引き落としされるのは年金所得の金額から計算した住民税額のみです。給与所得や事業所得などの金額

　　から計算した住民税はこれまでどおり給与からの引き落とし、または納付書で納めていただくことにな

　　ります。 
 

○平成21年10月支給分から特別徴収がはじまります  
　特別徴収の開始は、平成21年10月支給分の年金からとなります。そのため、平成21年度の年税額の半分

については、６月、８月に普通徴収（納税通知書により銀行などで納める方法）により納めていただき、残

りの半分を10月、12月、２月に年金から引き落としになります。 

　※年金所得以外の所得に係る個人住民税については、これまでどおりの方法により納めていただくことに

　　なります。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課税務国保班　�（３２）２１１１（内線３３３） 

65歳以上の公的年金の 
受給者で、個人住民税を 
納税されている方への 
　　お知らせです 

現状 

社会保険庁等 
（年金保険者） 

社会保険庁等 
（年金保険者） 

年金受給者 

年金受給者 

＜普通徴収＞ 
納税者が納税組合や口座振替 

などにより納入。 

個人住民税 

個人住民税 

特別徴収制度の導入により 

納税組合や銀行等 市町村 

市町村 ＜特別徴収＞ 
年金保険者が年金から住民税 
を引き落とし市町村へ納入 

（No.３） 

けん たい 



　　　学校名（グループ名） 

舟形中学校（しゃくなげ） 

長沢小学校（ひだまりの会） 

舟形小学校（おはなし  さくら草の会） 

富長小学校（学びをともに） 

富長小学校（ポケット  ビスケッツ） 

堀内小学校（きらり） 

大人は楽しい !!　子供も満足 !!　読み聞かせに参加してみませ 
んか？朝の時間、または午後に活動できる方を募集していま 
す。キラキラした子ども達の瞳に出会えますよ。読み聞かせ 
に関心のある方、読み聞かせのボランティアに協力してくだ 
さる方のご連絡をお待ちしています。 

時間帯 

８：１５～３０ 

８：２０～３５ 

８：３０～４０ 

８：２０～４０ 

８：２０～４０ 

８：２０～３５ 

　  活　動　日 

毎 週 水 曜 日  

毎 週 火 曜 日  

毎 週 木 曜 日  

主 に 月 曜 日  

主 に 月 曜 日  

毎 週 木 曜 日  
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�������������� 読み聞かせボランティア募集！ 読み聞かせボランティア募集！ 

読み聞かせグループを紹介します。 

問い合わせ／舟形町中央公民館　�（３２）２２４６ 

　
■
　

貸
出
方
法 

　
ま
ず
初
め
に
公
民
館
事
務
室
で
自
分

の
図
書
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
登
録
を
行

っ
て
下
さ
い
。
（
登
録
は
最
初
の
一
度
の

み
で
す
。
カ
ー
ド
は
全
て
事
務
室
で
保

管
し
ま
す
。） 

　
借
り
た
い
本
を
選
ん
だ
ら
事
務
室
へ

お
持
ち
下
さ
い
。
あ
な
た
の
カ
ー
ド
と

本
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
貸
出
処

理
を
行
い
ま
す
。 

 
　
■
　

返
却
方
法 

　
返
却
す
る
本
を
事
務
室
へ
お
持
ち
下

さ
い
。
本
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
み

返
却
処
理
を
行
い
ま
す
。 

 

　
■
　

そ
の
他 

　
借
り
ず
に
館
内
で
読
む
場
合
や
図
書

室
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
カ
ー
ド
は

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
み
終
え
た

ら
同
じ
場
所
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
■
　

借
り
た
い
本
が
図
書
館
に
な
か
っ
た
場
合 

　
山
形
県
立
図
書
館
に
あ
る
本
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

☆
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
事
務
室
へ 

　
山
道
な
ど
の
道
路
脇
に
無
惨
に

置
き
去
ら
れ
る
「
不
法
投
棄
」
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
を

し
た
人
は
『
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
』
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
ま
す
。 

　
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
で
す
。

町
で
は
衛
生
組
合
連
合
会
で
ポ
イ

捨
て
禁
止
の
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
設

置
し
た
り
、
環
境
美
化
条
例
を
制

定
し
た
り
し
て
、
啓
発
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
悪
質
な
不
法

投
棄
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
、

「
不
法
投
棄
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
清
潔
で
美
し
い
町
を

守
り
ま
し
ょ
う
。 

  

☆
土
地
の
所
有
者
が
原
状
回
復 

 

　
不
法
投
棄
は
、
捨
て
た
人
が
捨

て
た
ご
み
を
回
収
・
原
状
回
復
す

る
の
が
原
則
で
す
。 

　
し
か
し
、
投
棄
者
を
特
定
で
き

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
が
回
収

を
行
な
っ
て
い
る
な
ど
、
一
部
の

心
な
い
人
の
行
為
が
他
人
に
多
大

な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。 

　
ま
た
、
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と

い
っ
て
使
わ
な
く
な
っ
た
農
機
具

や
車
な
ど
を
放
置
し
て
お
く
と
、

そ
の
行
為
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

不
法
投
棄
場
所
と
な
っ
て
し
ま
う

事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

             

　 
     

　
処
理
方
法 

　
小
売
店
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

支
払
っ
て
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、

郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、

し
、
新
庄
市
に
あ
る
取
引
所
へ
自

分
で
運
ん
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
下
さ
い
。 

 

　
引
取
所
と
対
象
メ
ー
カ
ー 

①
山
形
故
紙
回
収（
株
） 

　
�（
23
）
５
３
２
１ 

　
Ｌ
Ｇ
、
オ
リ
オ
ン
、
東
芝
、
サ
ム

ス
ン
、
ビ
ク
タ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

コ
ロ
ナ
、
そ
の
他 

②
三
八
五
物
流
（
株
） 

　
�（
23
）
０
３
２
５ 

　
サ
ン
ヨ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
、
ソ
ニ
ー
、

パ
イ
オ
ニ
ア
、
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
、

三
菱
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
ア
イ
ワ
、
そ
の
他 

 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場
町

民
課
健
康
班
　
�
（
32
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
３
） 

☆
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象 

機
器
が
追
加
さ
れ
、
液
晶
テ 

レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、衣 

類
乾
燥
機
が
加
わ
り
ま
す
。 

 

広報ふながた 21.5｜1415｜広報ふながた 21.5

不
法
投
棄

不
法
投
棄
は
犯
罪
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄

不
法
投
棄
は
犯
罪
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄

不
法
投
棄
は
犯
罪
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！ 

☆廃棄物の処理及び 
　　　清掃に関する法律 
第16条 

　何人も、みだりに廃棄物を捨てて

はならない。 

第25条第14項 

　廃棄物を捨てたものは、5年以下

の懲役若しくは1千万円以下の罰金

に処し、又はこれを併科する。 

「不法投棄しない、させない」 「不法投棄しない、させない」 



　カメラファンの間で根強い人気の輓馬大会写真コ

ンクール。年々応募作品が増え、審査も激戦となっ

ています。どんどんご応募下さい。 

題　材／当日撮影した輓馬競技及び馬、人、自然に

　　　　関する作品 

サイズ／カラープリントキャビネ版以上四つ切りワ

　　　　イドまで。スライド又はデジタルの方はプ

　　　　リントしてご応募下さい。 

　賞　／グランプリ１点、優秀賞２点、入賞２点 

〆　切／６月26日（金）必着 

その他／応募作品は審査終了後、若あゆ温泉などに展示

　　　　いたしますので是非ご覧下さい。 

申込み・問い合わせ／〒999－4601 

　　　　　　　　　　山形県最上郡舟形町舟形２６３ 

　　　　　　　　　　舟形町役場まちづくり課 

　　　　　　　　　　企画調整班 

　　　　　　　　　　�　　　　　　　　　　�（32）2111（内線321） 

第20回輓馬写真コンクール開催 

会 場／一の関河川公園 

日 時／6月7日（日） 
　　　  　 <午前９時～>

雨天
決行
 

第２3回東北輓馬競技舟形大会 第２3回東北輓馬競技舟形大会 第２3回東北輓馬競技舟形大会 

＜会場案内図＞ 

7

武田　瑠奈 さん 
（富長小学校　６年） 

体験ク
ルーズ体験ク
ルーズ体験ク
ルーズ

B&G
小笠原へ 
GO  
 

　東京に着いて、ドキドキしながら小笠原に行く船に乗りました。船の

スポーツデッキで、並ぶ場所を探していると「ここだよ」と声をかけて

くれた人がいました。その子と私はいろいろな話をして、友達になりま

した。友達ができた時すごくほっとしてうれしかったです。 

　小笠原の海はすごくきれいで、すきとおっていて早く泳ぎたいなと思

いました。海での体験は、初めて乗ったカヌーが楽しかったです。また、

海ガメの放流では、カメの足がふにゃふにゃして気持ち悪かったけど、

かわいかったです。 

　体験クルーズは、ほんとうに楽しかったです。でも、小笠原の海もよ

ごれてきているので、もっと海を大切にしようと思いました。 

　Ｂ＆Ｇ財団では、小・中学生を対象に、海の大自然と触れ合う「体験クルーズ」を実施して
います。これは全国から集まった子どもたちと交流を深めながら、洋上での海洋観察をはじめ
海・船に関する学習や寄港地での様々な自然体験活動を行うものです。 
　３月26日から31日まで小笠原への海洋クルーズを体験した３名の参加者の感想を紹介します。 

　これから行われる「海洋体験セミナー」では、小・中学生を対象に、沖縄の自然やマリンスポーツを体験します。
　町では舟形町海外研修及び国内研修制度補助金交付規程に基づく支援を行っておりますので、是非参加ください。 

問い合わせ／舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センター  �（32）3501　Ｂ＆Ｇ財団法人 ＨＰ http ://www.bgf .or . jp/

平成20年度　海洋教育事業 

田中　弘尚 くん 
（富長小学校　６年） 

　全国から集まった500人の仲間と大きな客船「ふじ丸」に乗り、５泊

６日の小笠原諸島への体験クルーズに行きました。 

　参加して一番うれしかったことは、ザトウクジラを見ることができた

ことです。とても感動しました。また、南洋踊りは、楽器も衣装も初め

て見たけど、いっしょに踊っているととても楽しくなってきました。 

　アホウドリの観察や生態について学んだり、クジラやウミガメの行動

についても学びました。小笠原の海はとてもきれいでしたが、ゴミで鳥

やウミガメが死んでいく事を知り、自分の住んでいる町の川をゴミのな

いきれいな川にして、自然を大切にしていこうと思いました。 

　たくさんの友達もでき、とても楽しかったのでまたぜひ参加したいです。 

原田　莉奈 さん 
（富長小学校　６年） 

　私は３月26日から31日までのＢ＆Ｇ体験クルーズに参加しました。最

初、友達ができるか心配でしたが、たくさんの友達ができて良かったで

す。 

　海洋観察では、鳥島の近くでアホウドリを見ることができたことが印

象に残りました。 

　寄港地活動では、ホエールウオッチングでザトウクジラと出会うこと

ができたし、船の近くまでイルカもやってきました。また、大神山トレ

ッキングは歩くのが辛かったけどとても楽しかったです。それにシュノ

ーケリングできれいなサンゴ礁が見れて良かったです。 

　この体験は一生の思い出になりました。また、参加したいと思います。 
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まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ④  わ だ い ①  

わ だ い ⑥  

わ だ い ⑤  

わ だ い ②  

わ だ い ③  

　４月24日、福寿野まつりが行われました。 
南無地蔵大菩薩の奉納のおまつりで、家内安 
全・身体堅固を祈願するものです。満開の桜 
の下、子どもたちが神輿を担ぎました。 

　５月４日、新堀町内会において公徳碑の 
奉納のおまつりが行われました。 
　新堀地区の開拓を記念して行われるもの 
で、先祖の功績に感謝しました。 

　５月５日、長尾町内会において長尾熊野 
大社奉納のおまつりが行われました。 
　前日の前夜祭では、ゲーム大会が開催さ 
れ、まつり当日はお神輿を担ぎ町内を練り 
歩きました。 

　４月26日、ほほえみ保育園保護者の有志「ほほえ

み男組」のお花見が開催されました。参加者約60名は、

猿羽根山公園で特別解放された新幹線やゴーカート

に乗ったり、白玉団子を作ったりして春の訪れを楽

しみました。 

　組長の叶内昌樹さんは「子どもたちはもちろん、

保護者の団結のために、小学校へ入学しても続けて

いける体制を作りたい。」と話していました。 

　４月29日、桜の花びらが舞い散る青空の

もと、舟形中学校運動会が行われ、青春の 

「青」、熱くたぎる血潮の「赤」に分かれ

熱戦を繰り広げました。 

　「舟中生のパフォーマンス100点！保護者

の協力100点！地域の応援100点！」と講

評されたように、素晴らしい運動会でした。 

　４月18日、若あゆ温泉までのこぶしの道を「若

あゆウォーキングこぶし会」（会長鈴木勝治さん）

の皆さん19名が歩きました。歩数にして2,723歩、

時間にして40分、春の香りを感じながらウォーキ

ングを楽しみました。 

　今後もいろいろな企画を予定しています。皆さん

もぜひ参加してみませんか？ 

▼問い合わせ／若あゆ温泉　�（32）3655

　５月11日、若あゆ温泉に常設のグラウンド 
ゴルフ場がオープンしました。 
　温泉の入浴者やコテージ、センターハウスの 
利用者へのサービスとして無料で開放します。　 

　４月９日と14日、交通安全協会舟形支部 
・交通安全母の会・町内会長の皆さんが町内 
の各交通要所で立哨指導を行いました。安全 
に登校してください。 

　５月２日、沖の原ボランティアの会の有志20 
名が若あゆ温泉周辺の環境整備に取り組みました。 
カーブで見通しの悪いところを中心に立木の伐採 
や除草を行いました。ありがとうございました。 

青組優勝！ 

　昨年12月から着手していた第２源泉の掘削が終わり

新たな源泉が湧き出ました。 

　温泉の水質は、ナトリウム塩化物温泉で第１源泉と

ほぼ同じ成分です。今回の掘削延長は1,401ｍ、温泉の

汲み上げ温度は49.8℃、湯量は毎分84�でした。 
　温泉動力装置許可申請も終わり、８月の利用開始に

向け順調に進んでおります。 

　今後のスケジュールは次のとおりです。 

　　６月下旬：山形県温泉審議会にて審議 

　　７月中旬：山形県から許可通知 

若あゆ温泉第２源泉湧き出る！ 

舟形まるごと体験 

　伊藤孟氏が４月１日付で教育長に再任しました。 

　舟形町らしさの教育の推進と「命を大事にする心の教育の充実」を徹

底して進めます。 

　また、学力の向上を最重点に位置付けて、学校と保護者と協力し家庭

学習の定着を図って参ります。 

　「走る力」の劣っている子どもが多いので、家の中でテレビを見たり

ゲームをするより、外で遊ぶ「元気っ子」を育てていきたいと思います。 

伊藤孟氏が教育長に再任 
ほほえみ男組 

若あゆウォーキングこぶし会 

　５月13日から14日にかけて、仙台市立

五橋中学校の２年生、186名が野外活動で

舟形町を訪れました。３年目を迎え今年

も田植え、畑作業などの農作業体験を行い、

家庭に民泊して交流を深めました。 

　また、５月20日には仙台市立蒲町中学校の２年生235人が訪れ、ねぎの植え付けやわらびの収

穫、田植えなどを行いました。 

　ご協力いただいた民泊先の75戸のご家庭の皆さん、暖かく迎えてくださった地域の皆さん、本

当にありがとうございました。 



（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

広報ふながた 21.5｜2021｜広報ふながた 21.5

　定額給付金の給付が始まっています。
世帯主からの申請がないと給付できま
せん。まだ申請をしていない方はお早
めに手続きをお願いします。 
 
問い合わせ／舟形町役場まちづくり課
企画調整班　�（32）2111（内線322） 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
６月の若あゆ温泉の休館日は、10日（水）、24日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
３月のタバコ税は1,276,073円 

　「いぬもあるけばぼうにあたる」
など、小学生になったら知っておき
たい選び抜いた33のことわざを、わ
かりやすく、機知に富んだ解釈とユ
ーモアあふれるイラストで紹介。既
にことわざの意味を知っている人も、
思わずにんまりする１冊です。 

　愛するのに時があり、死ぬのに
時がある。僅かに残された人生の
ロスタイム。大事なのは「どれだ
け」ではなく「どう」生きたかだ
…。末期ガンに襲われた世界的プ
ロサーファーが、病の波間を漂う
日々から紡ぐラブストーリー。 

こ
と
わ
ざ
シ
ョ
ウ 

　
　
　
　  

中
川
ひ
ろ
す
け
／
文 

天
国
で
君
に
逢
え
た
ら 

  

　
　
　
　
　 

飯
島
夏
樹
／
著 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

あ
ど
け
な
い
前
歯
二
本
の
笑
み
を
見
つ
人
工
血
管
馴
染
む
を
待
て
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

向
い
家
の
雨
降
る
中
に
桐
の
花
め
ぐ
ら
す
枝
に
気
高
く
咲
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

安
房
の
浜
水
面
に
躍
る
鯉
幟
大
漁
旗
と
並
び
競
ひ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

名
を
呼
ば
れ
母
の
手
握
り
返
事
せ
し
入
所
す
童
ら
の
瞳
輝
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

雨
上
る
後
の
青
空
陽
は
光
り
若
葉
や
さ
し
く
み
ど
り
輝
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

健
や
か
に
明
る
さ
持
ち
て
暮
し
ゆ
く
日
の
出
と
共
に
日
課
の
歩
み 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

甲
高
き
二
声
響
く
河
川
敷
き
ぎ
す
今
年
も
ね
ぐ
ら
主
張
す 

（
き
ぎ
す
＝
き
じ
の
こ
と
） 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

春
の
朝
天
気
が
良
い
の
に
昼
か
ら
は
急
に
曇
っ
て
雨
降
り
に
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

道
の
端
に
見
事
に
咲
い
た
山
桜
一
足
早
い
花
見
日
和
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

【
春
惜
し
む
　
千
風
会
】 

旅
の
宿
窓
よ
り
の
ぞ
む
花
水
木
乙
女
ご
こ
ろ
の
春
惜
し
む
か
に 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

花
は
散
り
降
る
と
も
み
へ
じ
こ
ぬ
か
雨
春
惜
の
山
脈
け
ふ
り
て
芽
吹
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

春
惜
の
ふ
る
さ
と
の
四
方
は
変
ら
ね
ど
人
逝
り
わ
ぶ
し
義
姉
七
回
忌 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

若
夏
の
雲
見
て
か
た
る
吾
子
二
人
想
像
豊
か
に
し
り
と
り
遊
び 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
智
　
子
（
盛
岡
市
） 

初
音
き
く
風
お
さ
ま
り
し
里
の
朝
い
づ
く
の
深
山
よ
り
訪
ね
し
と
と
ふ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

現
世
に
何
を
憂
う
阿
修
羅
像
彼
方
に
往
き
に
し
天
平
の
世
よ
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

　
時
代
を
越
へ
て
現
世
へ
の
暗
示
を
芸
術
作
品
は
伝
へ
る 

イ
ブ
セ
ン
の
神
秘
的
純
粋
な
娘
の
美
し
き
内
面
ミ
レ
ー
の
絵
に
偲
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

　
イ
ブ
セ
ン
（1

8
2
8

〜1
9
0
6

）
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
作
家
。
自
然
派
市
民
社
会
の

風
刺
近
代
劇
の
祖
。
「
人
形
の
家
」
で
少
女
の
大
人
へ
の
内
面
的
成
長
を
描
写
。
そ

の
劇
を
ミ
レ
ー
が
画
に
し
た
。 

　
一
人
目
�
ミ
レ
ー
（1

8
2
5

〜1
8
9
6

）
＝
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派

創
始
者
の
１
人
。
イ
ブ
セ
ン
の
劇
作
に
傾
倒
す
。 

　
二
人
目
�
ミ
レ
ー
（1

8
1
4

〜1
9
0
6

）
＝
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。
農
民
の
友
と
し
て

生
活
感
を
描
く
「
晩
鐘
」
が
代
表
画
。 

   
猿
羽
根
路
や
若
葉
ふ
ち
ど
る
空
の
青 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

 

ひ
と
ひ
ら
の
桜
舞
ひ
入
る
野
点
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

叩
か
れ
し
肩
の
か
る
さ
や
青
葉
風 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

春
霞
優
し
く
山
脈
包
み
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
真
　
澄
（
長
沢
三
） 

ひ
と
と
き
の
華
や
ぎ
散
ら
す
山
桜 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

吾
が
郷
は
片
栗
の
花
真
っ
盛
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

満
開
の
桜
の
シ
ャ
ワ
ー
浴
び
に
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

あ
た
た
か
や
見
目
う
る
は
し
き
赤
子
抱
く 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

特
大
の
お
頭
つ
き
も
雛
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

入
園
の
慣
れ
し
リ
ス
ぐ
み
パ
ン
ダ
く
み 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

残
雪
の
月
山
焦
が
す
夕
日
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

ひ
ら
ひ
ら
と
散
る
に
は
惜
し
き
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

庭
の
す
み
楚
々
と
咲
い
た
る
百
合
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
柴
　
田
　
洋
　
子
（
光
生
園
） 

晴
天
に
芽
吹
く
木
の
芽
や
里
の
山 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

野
の
風
に
ふ
か
れ
て
舞
ふ
や
花
一
片 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
早
　
坂
　
り
つ
子
（
光
生
園
） 

春
の
風
お
い
し
さ
運
ぶ
ぶ
ど
う
棚 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
菊
　
池
　
忠
　
男
（
光
生
園
） 

肩
な
ら
べ
桜
並
木
を
散
歩
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
雅
　
子
（
光
生
園
） 

桜
舞
ふ
公
園
の
中
駈
け
て
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
黒
　
坂
　
梨
　
恵
（
光
生
園
） 

日
本
晴
れ
風
そ
よ
と
吹
き
桜
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
邉
　
真
理
奈
（
光
生
園
） 

待
ち
わ
び
て
顔
出
す
桜
華
や
か
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
松
　
井
　
隆
　
子
（
光
生
園
） 

食
卓
で
旬
を
味
わ
う
蕗
の
苔 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
恵
三
子
（
光
生
園
） 

ふ
き
の
と
う
食
べ
頃
何
時
や
花
と
な
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
石
　
山
　
美
　
幸
（
光
生
園
） 

雨
ふ
く
み
枝
垂
桜
の
紅
こ
ぼ
す 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

霊
峰
や
蝶
一
対
に
誘
れ
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

朝
和
ぐ
や
電
線
し
だ
く
初
つ
ば
め 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

紅
枝
垂
肩
に
衒
い
し
雨
し
と
ど 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

春
の
宿
夕
日
さ
え
ぎ
る
磯
の
松 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

梅
の
香
や
一
枝
棒
げ
て
亡
母
し
の
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

 

     

　
河
川
管
理
の
た
め
小
国
川
河

川
敷
か
ら
伐
採
し
た
木
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。 

▼
対
象
木
／
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
、

ヤ
ナ
ギ
な
ど
約
30
�
（
直
径
５

〜
30
㎝
、
長
さ
1.2
ｍ
程
度
） 

▼
場
所
／
小
国
川
右
岸
河
川
敷

Ｊ
Ｒ
橋
下
流
（
舟
形
第
四
向
屋

地
内
） 

▼
期
間
／
６
月
14
日
（
日
）
ま
で

（
先
着
順
） 

▼
条
件
／
自
ら
積
込
・
運
搬
を

行
え
る
方 

　
伐
採
木
を
有
効
活
用
し
、
廃

棄
し
な
い
こ
と
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ
／
最
上
総
合
支

庁
河
川
砂
防
課
維
持
調
査
担
当 

�
（
29
）
１
４
０
９ 

   

　
最
上
保
健
所
で
は
、
毎
週
火

曜
日
（
午
前
10
時
〜
11
時
）
に

エ
イ
ズ
相
談
並
び
に
血
液
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
に
あ
わ

せ
て
「
エ
イ
ズ
検
査
」
を
行
い

ま
す
。 

▼
日
時
／
平
成
21
年
６
月
５
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８

時 ▼
場
所
／
最
上
保
健
所 

▼
内
容
／
匿
名
・
無
料
で
の
血

液
検
査
と
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
30
分
〜
１
時
間
程
度
） 

▼
問
い
合
わ
せ
／
最
上
保
健
所

地
域
保
健
予
防
課 

�
（
29
）
１
２
６
８ 

事
前
予
約
で
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
（
匿
名
可
） 

   

　
水
温
が
高
く
な
り
、
コ
イ
ヘ

ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
、
コ
イ
の
大
量

死
や
異
常
を
発
見
し
た
場
合
に

は
通
報
く
だ
さ
い
。 

▼
連
絡
先
／
最
上
総
合
支
庁
農

業
振
興
課
�
（
29
）
１
３
１
７ 

内
水
面
水
産
試
験
場 

�
０
２
３
８
（
38
）
３
２
１
４ 

生
産
技
術
課 

�
０
２
３（
６
３
０
）３
０
７
１ 

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

は
、
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ

キ
ゴ
イ
）
特
有
の
病
気
で
あ
り
、

コ
イ
以
外
の
生
物
や
人
間
に
は

全
く
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
釣
っ
た
コ
イ
や
飼
育
し
て
い

る
コ
イ
を
、
他
の
川
や
池
等
に

放
流
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。 

  

新
刊
書
の
紹
介 

　長寿医療保険料の納付方法について、「年金天引き（特別徴収）」から 

「口座振替（普通徴収）」へ変更することができます。 

　変更を希望される方は町民課窓口で手続きをお願いします。（年金天 

引きのままでよい方は、手続きは不要です。） 

　６月５日までお手続きいただくと、８月以降の年金天引きが中止され、 

７月から口座振替でのお支払いとなります。（いずれの場合もお支払い 

ただく保険料の総額は変わりません。） 

　税申告の際の「社会保険料控除」はお支払する方（口座名義人）が受 

けられます。 

＜手続きの際の持ち物＞ 

　・振替口座の預金通帳 

　　（新庄もがみ農協・きらやか銀行・荘内銀行・山形銀行・ゆうちょ銀行） 

　・通帳のお届け印 

　・長寿医療制度の保険証 

＜問合せ先＞　 

　舟形町役場町民課税務国保班　�（３２）２１１１（内線335・336） 

＜長寿（後期高齢者）医療からのお知らせ＞ ＜長寿（後期高齢者）医療からのお知らせ＞ 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 企画調整班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

あ
　
わ 

の
ち 

す
こ 

か
ん
だ
か 

ふ
た 

や
　
ま 

う
つ
し
よ 

う
り
ょ 

・ 

・ 

・ 

み
ず
も 

の
ぼ
り 

よ
　
も 

や
　
ま 

こ 

は 

あ
　
ね 

さ 

こ 

６月の納期 

◆町県民税 

　納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

6月30日（火）まで 

伐
採
木
を
差
し
上
げ
ま
す 

エ
イ
ズ
検
査
は 

　
あ
な
た
に
も
必
要
で
す 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス 

病
ま
ん
え
ん
防
止 

の
だ
て 

た
た 



町
営
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

              

　
舟
形
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
桜
は

散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
暖
か
い
日
が
続

い
て
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
Ｇ
Ｗ
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
た
か
？
充
実
し
た
休
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？ 

　
私
は
、
Ｇ
Ｗ
中
に
「
公
園
め
ぐ
り
」
を
し

ま
し
た
。
自
然
と
触
れ
合
う
の
は
気
持
ち
が

よ
く
て
、
日
頃
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
ン
ド
や
若
あ
ゆ
温

泉
の
ウ
ッ
デ
ィ
ー
パ
ー
ク
な
ど
に
出
掛
け
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
自
然
に
囲

ま
れ
た
舟
形
町
に
住
ん
で
い
る
と
身
近
に
あ

る
景
色
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
が
ち
で

す
が
、
自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の

幸
せ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
る
と
思
い
ま

す
よ
！ 

　
さ
て
５
月
10
日
は
「
母
の
日
」
で
し
た
ね
。

久
々
に
母
と
二
人
で
お
出
掛
け
し
て
、
母
の

大
好
き
な
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
葉
に
す

る
の
は
何
だ
か
照
れ
く
さ
い
で
す
が
、
喜
ん

で
く
れ
る
母
の
顔
を
楽
し
み
に
、
何
ら
か
の

形
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
両
親
に
「
い
つ
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
育
て
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
将
来
、
結
婚
し
て
子
ど
も
が

で
き
た
時
に
同
じ
よ
う
に
感
謝
の
気
持
ち
を

大
事
に
す
る
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
「
父
の
日
」
も
も
う
す
ぐ
で

す
ね
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

　
景
気
低
迷
が
続
き
「
百
年
に
一
度
の
不
景

気
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
金
を
か
け

な
く
て
も
、
お
金
で
は
買
え
な
い
楽
し
い
思

い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
初
夏
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

今
年
は
夏
の
自
然
と
た
く
さ
ん
触
れ
合
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
弁
当
で
も
作
っ
て

出
掛
け
て
み
よ
う
か
な
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
話
題
が
よ
く
聞

か
れ
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
に
は
十
分
注
意

し
て
、
お
家
に
帰
っ
た
ら
う
が
い
手
洗
い
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ
で
は
ま
た
。 

 

総務課　No.290
３月29日～５月１日届出分 

長者原 

えんじゅ荘 

長沢１ 

大　平 

堀　内 

91（謙　一） 

87（本　人） 

52（慎　也） 

70（信　子） 

98（正　弘） 

星川　スゲ 

小野　一義 

渡辺　恵子 

伊藤　友子 

長澤トキ子 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,138人 

：3,272人 

：6,410人 

：1,916世帯 

（－１） 

（－９） 

（－10） 

（＋５） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,552人 
女性　2,758人 計5,310人 

(3／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

4
30

 

西　堀 早坂　颯真 （ 　 　 ） 
そうま 悟 

ユ　ミ 

□お誕生おめでとう ◆ 

 

＜作り方＞ 
①ブロッコリーとじゃがいもは一口大に切って茹でる。 

②フライパンに油を熱し、溶き卵を流す。 

③コーンと塩・コショウをいれ、軽くかきまぜる。 

④皿のまわりにゆでたブロッコリーとじゃがいもを並べ、チーズをのせ 

　て、チーズが溶けるまで電子レンジで加熱する。 

⑤④の皿の中央に③の卵を盛りつける。 

⑥茹でたウィンナーを中央に飾って完成。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課健康班  �（32）2111（内線351） 

森
の
中
の
巣
ご
も
り
卵 

おいしく
 

食べて 

健康に 

＜材料（１人分）＞  

　卵 

　塩・コショウ 

　ブロッコリー 

　溶けるチーズ 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１個 

‥‥‥‥‥‥少々 

‥‥‥‥‥小房 

‥‥‥‥大さじ２ 

 

‥‥‥‥‥小さじ１ 

‥‥‥‥‥大さじ１ 

‥‥‥‥‥１/２個 

‥‥‥‥‥‥‥１本 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

通信 

◆スポーツは‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

 

◆現在の職業は‥‥‥‥‥‥‥‥ 

　  

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆休日は？‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは？‥‥‥ 

◆どんな舟形町にしていきたい？‥ 

◆結婚後も舟形町に住みたい？‥ 

学生時代からやっていた野球を今も続けて 

います。クラブジャパンというチームで 

ショートを守っています。 

新庄もがみ農協の最上町のガソリンスタン 

ドに勤務しています。 

裕福な暮らしをしたいです。 

友達と新庄に飲みに行きます。 

縄文のビーナスが発見されたところ！？ 

若い人たちが集まる賑やかな町にしたいです。 

もちろん！立派な家を建てて優しい人と 

一緒に！ 

 

石山寿光さん（20歳） 

西　堀 

新庄市 

 沼澤　和宏 

（小倉）香澄 

□ご結婚おめでとう ◆ 

Vol.103

 

サラダ油 

冷凍コーン 

じゃがいも 

ウィンナー 

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 21.5｜2223｜広報ふながた 21.5

（
舟
形
町
） 

舟形町交通安全母の会では 
　　６月３日(水)と６月９日(火)に 
　若あゆ温泉で啓発活動を行います。 
　夜光反射材を配りますので、是非おいで下さい。 

ほとんどの 
場合 

免許 

一発取消
し 飲酒運転

 



広報ふながた 21.5｜24

Public Relations Funagata

【編集・発行】舟形町役場まちづくり課 

〒999ー4601 最上郡舟形町舟形263 
tel. 0233（32）2111  fax.0233(32)2117 
メールアドレス  kikakupr@town.funagata.yamagata.jp 
http://www.town.funagata.yamagata.jp

　
雪
が
解
け
、
桜
の
花
び
ら
と
一
緒

に
大
き
な
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
が
私
の

手
に
舞
い
落
ち
て
き
ま
し
た
。
は
じ

め
ま
し
て
！
新
し
く
広
報
担
当
に
な

り
ま
し
た
（
と
も
）
で
す
。 

　
こ
の
「
広
報
ふ
な
が
た
」
は
町
民

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　「
こ
れ
町
報
さ
の
せ
で
欲
し
い
や
」

と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
連
絡
を
下

さ
い
。
カ
メ
ラ
を
片
手
に
ぜ
ひ
、
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
！
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
も
） 

あとがき 
postscript

　
映
画「
お
く
り
び
と
」。
日
本
で
初
め
て
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語

映
画
賞
を
受
賞
し
た
滝
田
洋
二
郎
監
督
の
話
題
作
。
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
遺
体
を
棺
に
納
め
る
「
納
棺
師
」
と
な
っ
た
男
が
、
仕
事

を
通
し
て
触
れ
た
人
間
模
様
や
上
司
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
成
長

し
て
い
く
姿
を
描
い
た
感
動
作
で
す
。
ま
た
、
庄
内
地
方
が
ロ
ケ

地
に
な
り
、
移
り
変
わ
る
四
季
の
自
然
が
表
情
豊
か
な
美
し
い
作

品
で
す
。 

　
以
前
、
舟
形
町
に
は
映
画
館
が
２
つ
も
あ
り
、
映
画
が
娯
楽
の

中
心
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
５
年
前
の
子
ど
も

向
け
教
育
映
画
の
中
央
公
民
館
上
映
会
が
最
後
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
今
回
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
「
お
く
り
び
と
を
見
て
み
た
い
。

で
も
、
映
画
館
ま
で
は
遠
く
て
足
を
運
べ
な
い
し
…
。
舟
形
町
で

上
映
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
映
画
を
楽
し
む
会
「
セ
レ
ベ
ス
」（
代
表
水
野
幸
さ
ん
）

が
「
お
く
り
び
と
」
の
上
映
を
苦
心
の
末
に
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
17
日
に
中
央
公
民
館
で
昼
夜
３
回
行
わ
れ
た
舟
形
町
上
映

会
に
は
356
名
も
の
方
が
訪
れ
感
動
作
に
目
頭
を
熱
く
さ
せ
て
い
ま

し
た
。「
多
く
の
方
に
見
に
来
て
い
た
だ
き
す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら

頑
張
り
た
い
。」
水
野
さ
ん
は
語
り
ま
す
。 

　
訪
れ
た
方
か
ら
は
「
す
ご
く
感
動
し
て
涙
が
出
ま
し
た
。
い
い

作
品
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た
上
映
し
て
ほ
し
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
の
願
い
を
叶
え
る
力
、
舟
形
町
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
ね
。 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

映
画
を
楽
し
む
会
「
セ
レ
ベ
ス
」
』 

シリーズ　地域のちから その� 


